
沿革（環境関連のみ）
1994年　業界一の省エネを実現した家庭用エアコン「霧ヶ峰」を発売
1994年　アメリカ環境保護庁より「1994年度オゾン層保護賞」が授与される
1997年　地球環境保護に優れた貢献を評価され、米国環境保護庁より「Best-of-

the-Best賞」を受賞
1999年　家電業界初のリサイクルプラント「東浜リサイクルセンター」完成、稼働開始
2001年　世界で初めて、焼却炉排ガス中ダイオキシン類の直接分解方式の開発に成功
2005年　使いやすさと環境貢献を追及した家電製品群のトータルブランド「ユニ

＆エコ」を展開開始
2006年　「高効率・高濃度オゾン発生技術に関する発明」が平成18年度全国発明

表彰で「21世紀発明賞」受賞
2007年　既設配管を再利用した環境配慮型空調機更新技術の発明で平成19年

度全国発明表彰「発明協会会長賞」を受賞
2007年　三菱電機グループ「環境ビジョン2021～技術と行動で人と地球に貢献

する～」を策定
2008年　豊かな生活と地球環境の維持との両立を目指す「環境ビジョン2021」

実現に向け、事業を通じてCO2削減を目指す成長戦略、地球温暖化対
策事業の強化・拡大方針を発

2009年　環境経営活動の姿勢と取り組みを示す三菱電機グループの環境ステー
トメント「eco changes -家庭から宇宙まで、エコチェンジ。」を制定

2010年　使用済み家電製品の混合プラスチックから主要3大プラスチックを高純
度で自動選別・回収・リサイクルする、日本初の「大規模・高純度プラス
チックリサイクル」を子会社の（株）グリーンサイクルシステムズで開始

2011年　三菱電機創立90周年『100年企業に向け「グローバルで、豊かな社会
構築に貢献する環境先進企業」へ』

2012年　使用済みルームエアコンのレアアース磁石を回収する自動解体装置を
開発し、グリーンサイクルシステムズで稼働開始

2012年　使用済み家電製品のリサイクル工程で選別回収したプラスチックの種
類を99％以上の精度で瞬時に識別する「リサイクルプラスチック高精度
素材識別技術」を島津製作所と共同で開発

2016年　国際NGOのCDPから、水資源への対応と戦略において特に優れた活動を行っ
ている企業として、最高評価の「CDPウォーター2016　Aリスト企業」に認定

2017年　企業や都市の環境への取り組みを調査・評価・開示する国際NGOの
CDPから「気候変動」「ウォーター」の2分野で最高評価を獲得

2019年　三菱電機グループ「環境ビジョン2050」策定

　今や、企業の共通言語となりつつあるＳＤＧｓ。とりわけ、電設資材メーカーとの親和性は高く、2030年までに達成するこ
とを目指すSＤＧｓ17目標のうち「07：エネルギーをみんなにそしてクリーンに」「08：働きがいも経済成長も」「09：産業と技
術革新の基盤をつくる」「11：住み続けられるまちづくりを」「12：つくる責任 つかう責任」「13：気候変動に具体的な対策を」
などは、電設資材メーカーの企業活動そのものとも言えます。
　そこで、全日電材連賛助会員の電設資材メーカー各社を順番に訪問し、その先進的な取り組みをご紹介します。

持続可能 な未 来への道

三菱電機株式会社Vol.12

の取組みメーカー各社

本 社 所 在 地
設 立
代表取締役社長
連 結 従 業 員 数
事 業 内 容

Ｈ Ｐ

：
：
：
：
：

：

東京都千代田区丸の内 2-7-3
1921 年 1 月 15 日
漆間 啓
149,134 人
重電システム、産業メカトロニクス、情報
通信システム、電子デバイス、家庭電器な
どの製造・販売
http://www.mitsubishielectric.co.jp/

三菱電機株式会社
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第
12
回
の
訪
問
メ
ー
カ
ー
様
は
、三
菱
電
機

株
式
会
社
様
。1
9
9
8
年
に
家
電
製
品・Ｏ

Ａ
機
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
を
行
う
グ
ル
ー
プ

会
社「
株
式
会
社
ハ
イ
パ
ー
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
ズ（
Ｈ
Ｃ
Ｓ
）」を
設
立
、1
9
9
9
年
5
月
に

は
全
国
初
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
が
稼

働
を
開
始
し
、〝
ゼ
ロ・エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
〟（
ご
み・

ゼ
ロ
）の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

千
葉
県
市
川
市
に
あ
る
Ｈ
Ｃ
Ｓ
工
場
の一
角

に
て
、三
菱
電
機
㈱
か
ら
藤
井
稔 

電
材・住
設

家
電
事
業
部
電
住
家
電
計
画
部
次
長
、仁
平
雅

人 

電
材・住
設
家
電
事
業
部
電
住
家
電
計
画
部

企
画
課
課
長
代
理
、土
橋
啓
次
郎 

サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
推
進
グ
ル
ー
プ
主
任

の
3
名
、㈱
Ｈ
Ｃ
Ｓ
か
ら
佐
々
木
武
史 
営
業
部

営
業
課
課
長
、石
附
浩
輔 

製
造
技
術
部
製
造

技
術
課
課
長
、山
口
将
彦 

製
造
部
工
程
物
流

課
主
任
の
3
名
、に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

（
文
中
で
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

〝社会・環境課題の解決〟と
〝事業の発展〟を同時に実現

三菱電機㈱三菱電機㈱
土橋啓次郎氏土橋啓次郎氏

三菱電機㈱三菱電機㈱
仁平雅人氏仁平雅人氏

㈱ＨＣＳ㈱ＨＣＳ
山口将彦氏山口将彦氏

㈱ＨＣＳ㈱ＨＣＳ
石附浩輔氏石附浩輔氏

㈱ＨＣＳ㈱ＨＣＳ
佐々木武史氏佐々木武史氏

三菱電機㈱三菱電機㈱
藤井稔氏藤井稔氏
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■
三
菱
電
機
㈱
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
取
組
み

編
集
部　
三
菱
電
機
㈱
様
に
お
け
る

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
組
み
に
つい
て
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。

土
橋　
当
社
は
、す
べ
て
の
企
業
活
動

を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
貢
献
し
て
い

く
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。中
で
も

経
営
上
の
重
要
課
題
で
あ
る「
持

続
可
能
な
地
球
環
境
の
実
現
」「
安

心
・
安
全
・
快
適
な
社
会
の
実
現
」

に
深
く
関
わ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
目
標

「
3
」「
7
」「
9
」「
11
」「
13
」に
つ

い
て
重
点
的
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
一昔
前
ま
で
は
、〝
社
会
・
環
境
課

題
の
解
決
〟と〝
事
業
の
発
展
〟は
二

律
背
反
的
な
捉
え
方
を
さ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、当
社
で

は
こ
の
二
つ
を
ト
レ
ー
ド・オ
ン（
二
律

両
立
）と
捉
え
、循
環
型 

デ
ジ
タ
ル・

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
実
現
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

循
環
型 

デ
ジ
タ
ル・エン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
と
は
、製
品
の
全
て
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル（
設
計
か
ら
廃
棄
ま
で
）を

デ
ジ
タ
ル
の
力
で
可
視
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、お
客
様
や
社
会
課
題
の

解
決
に
貢
献
し
な
が
ら
事
業
発
展

を
目
指
す
取
組
み
を
指
し
ま
す
。

　
　

そ
の
た
め
に
、昨
年
4
月
、こ
れ
ま

で
複
数
の
組
織
に
分
か
れ
て
い
た
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
部
門
を

統
合
し
た「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
イ
テ
ィ
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
本
部
」を
立
ち
上

げ
、包
括
的
、戦
略
的
に
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

■
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
目
標

編
集
部　
中
長
期
的
な
S
D
Gｓ
達

成
目
標
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

土
橋　
中
長
期
目
標
と
し
て
、次
の
通

り
定
め
て
い
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
　

中
長
期
目
標

▼
2
0
3
0
年
度　

工
場
・
オ
フ
ィ
ス

（
S
c
o
p
e
1
、2
）の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排

出
量
→
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す

▼
2
0
5
0
年
度　

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

全
体（
S
c
o
p
e
1
、2
、3
）の
Ｇ

Ｈ
Ｇ
排
出
量
→
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
向
け
た

中
長
期
目
標

▼
2
0
3
5
年
度　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

1
0
0
％
有
効
活
用

※
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー（
循
環
経
済
）…
…

資
源
を
効
率
的
に
循
環
さ
せ
、持
続
可
能
な
社

会
を
つ
く
る
と
と
も
に
経
済
的
な
成
長
も
目

指
す「
経
済
シ
ス
テ
ム
」

 

■
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
組
み
事
例

編
集
部　
で
は
、目
標
達
成
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
環
境
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

土
橋　
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
か
ら
2
つ
程

ご
紹
介
し
ま
す
と
、Ｖ
Ｔ
Ｔ
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
と
海
水
か

ら
の
C
O
2
直
接
回
収
技
術
の
開

発
協
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
と
同
時

に
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
実
現

に
も
貢
献
す
る
取
組
み
で
す
。

　
　

ま
た
、当
社
と
ダ
イ
サ
ン
・（
ド
ッ

ト
）社
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
高
度
選
別

実
証
機
の
運
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、三
菱
電
機
グ
ル
ー
プ
の

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
で
培
っ
て
き

た
技
術
を
結
集
し
、循
環
型
社
会

の
実
現
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

仁
平　
電
材
卸
会
社
様
と
馴
染
み
の

あ
る
空
調
・
家
電
事
業
部
門
に
お

い
て
は
、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
と

サ
ー
キ
ュラ
ー
エコ
ノ
ミ
ー
の
実
現
に

向
け
て
、次
の
三
つ
の
循
環
的
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
脱
炭
素・省
エ
ネ
製
品
」

　
　

製
品
の
更
な
る
省
エ
ネ
化
に
よ

る
、製
品
使
用
時
の
C
O
2
排
出

量
の
削
減
と
、お
客
様
が
当
社
製

品
を
熱
源
が
異
な
る
製
品
等
か
ら

置
換
え
て
い
た
だ
い
た
り
、新
た
に

追
加
し
て
使
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、

C
O
2
削
減
に
貢
献
で
き
る
製
品
の

提
供
を
推
進
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、照
明
は
、脱
炭
素
社
会
の

構
築
に
向
け
た
政
府
方
針
で
あ

る
2
0
3
0
年
度
で
の
1
0
0
％

L
E
D
化
に
向
け
、ス
ト
ッ
ク
市
場

が
40
％
程
度
残
って
い
る
既
存
光
源

の
リ
ニュー
ア
ル
を
推
進
し
ま
す
。

「
保
守・管
理
」

　
　

製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
し

た
保
守
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
提
供
し
、

質
の
高
い
快
適
空
間
環
境
の
提
供
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と
最
適
な
運
用
の
提
案
に
よ
り
、製

品
の
長
寿
命
化
と
脱
炭
素
社
会
・

サ
ー
キ
ュラ
ー
エコ
ノ
ミ
ー
を
実
現
し

ま
す
。

「
自
己
循
環
リ
サ
イ
ク
ル
」

　
　

独
自
の
高
度
な
混
合
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
選
別
技
術
を
用
い
て
、家
電
リ
サ

イ
ク
ル
に
よ
り
回
収
さ
れ
た
製
品

か
ら
高
純
度
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
選

別
し
、当
社
製
品
に
再
利
用
し
て
い

ま
す
。引
き
続
き
再
生
材
使
用
率

の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　
　

当
社
の
ダ
ク
ト
用
換
気
扇
は
、当

社
製
品
の
中
で
最
も
再
生
材
使
用

率
が
高
い
環
境
に
配
慮
し
た
製
品

で
し
て
、使
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
約

70
％
に
自
己
循
環
リ
サ
イ
ク
ル
材

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

■
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
自
己
循
環
リ
サ
イ

ク
ル
の
取
組
み

編
集
部　
株
式
会
社
ハ
イ
パ
ー
サ
イ
ク

ル
シ
ス
テ
ム
ズ
の
事
業
内
容
を
教
え

て
下
さ
い
。

佐
々
木　
当
社
は
、三
菱
電
機
㈱
が

1
9
9
8
年
に
設
立
し
た
業
界
初

の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
と
な

り
ま
す
。家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

で
定
め
ら
れ
た
4
品
目（
冷
蔵

庫
、洗
濯
機
、エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
）

を
メ
イ
ン
と
し
て
、Ｏ
Ａ
機
器（
コ

ピ
ー
機
、プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
）な

ど
の
産
業
廃
棄
物
、小
型
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
回
収
さ

れ
た
電
化
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル

処
理
を
行
って
い
ま
す
。

編
集
部　
ど
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク

ル
処
理
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木　
処
理
の
プ
ロ
セ
ス
と
し

て
は
、ま
ず
、製
品
の
状
態
で
モ

ノ
を
受
取
り
、解
体
ラ
イ
ン
の
作

業
員
が
解
体
し
ま
す
。解
体
し

た
モ
ノ
は
破
砕・選
別
機
に
投
入

し
、素
材
ご
と
に
分
別
し
た
モ
ノ

を
リ
サ
イ
ク
ル
材
と
し
て
世
の

中
に
供
給
す
る
。こ
こ
ま
で
が

当
社
で
行
って
い
る
こ
と
で
す
。

　
　

次
い
で
、混
合
破
砕
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
に
関
し
て
は
、同
じ
三
菱
電
機
グ

ル
ー
プ
の「
㈱
グ
リ
ー
ン
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
ズ
」に
お
い
て
、※
Ｐ
Ｐ
や
Ｐ

Ｓ
、Ａ
Ｂ
Ｓ
と
いっ
た
主
要
な
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
高
純
度
で
選
別
し
、改
質
・

リ
ペ
レッ
ト
化
し
ま
す
。

※
Ｐ
Ｐ
：
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン　
Ｐ
Ｓ
：
ポ

リ
ス
チ
レ
ン　
Ａ
Ｂ
Ｓ
：
ア
ク
リ
ロ
ニ

ト
リ
ル
ブ
タ
ジ
エ
ン
ス
チ
レ
ン

　
　

リ
ペ
レ
ッ
ト
は
、三
菱
電
機
に

お
い
て
エ
ア
コ
ン
の
各
種
部
品
や

冷
蔵
庫
ド
レ
ン
バ
ン
、食
洗
器
下

カ
バ
ー
な
ど
の
原
材
料
と
し
て
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適
用
し
、製
品
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。

　
　

こ
の一連
の
流
れ
が
、三
菱
電
機
グ

ル
ー
プ
に
お
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
自

己
循
環
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
み
と
な

り
ま
す
。

編
集
部　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
組
み
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

佐
々
木　
当
社
が
重
点
的
に
取
り
組

む
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
目
標
と
し
て
、7

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に
、そ
し
て

ク
リ
ー
ン
に
）、8（
働
き
が
い
も
経

済
成
長
も
）、12（
つ
く
る
責
任
、使

う
責
任
）、13（
気
候
変
動
に
具
体

的
な
対
策
を
）の
4
つ
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　
　

具
体
的
に
は
、事
業
内
容
そ
の

も
の
や
、事
業
を
通
じ
た
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
、ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
、当
社
周
辺
の

清
掃
活
動
や
近
隣
浜
辺
の
自
生
植

物「
ハマ
ヒ
ル
ガ
オ
」の
保
全
活
動
、

高
効
率
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

導
入
、グ
リ
ー
ン
電
力
の
購
入
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

編
集
部　
サ
ッ
カ
ー
部
活
動
が
盛
ん
だ

と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

佐
々
木　
ス
ポ
ー
ツ
の
強
豪
校
で
あ

る
流
通
経
済
大
学
と
連
携
し
て

2
0
2
0
年
に「
Ｈ
Ｃ
Ｓ
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」を
設
立
し
ま
し

た
。地
域
貢
献
の
意
味
合
い
も
あ

り
ま
す
が
、や
は
り
若
い
人
材
が
集

ま
り
に
く
い
業
界
で
す
の
で
、人
材

確
保
が
一
番
の
目
的
で
す
。千
葉
県

社
会
人
リ
ー
グ
１
部
の
リ
ー
グ
優
勝

奪
還
と
関
東
リ
ー
グ
昇
格
を
目
指

し
て
、活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

編
集
部　
電
材
卸
会
社
へ
の
ご
要
望

は
。

佐
々
木　
要
望
と
い
う
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、当
社
で
お
役
に
立
て
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、個
別
に
対
応
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
の
で
、う
ま
く
活

用
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

石
附　
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
啓
発
活

動
の一
環
と
し
て
、工
場
見
学
を
随

時
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。業
界
の
中

で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
処
理
規
模
を

誇
り
ま
す
の
で
、見
学
し
て
頂
け
れ

ば
、見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
の
で

は
、と
思
っ
て
い
ま
す
。是
非
、工
場

見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
組
み

　
展
望
と
課
題

編
集
部　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
組
み
に
つ
い

て
、展
望
と
課
題
が
あ
れ
ば
、お
聞

か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

藤
井　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
貢
献
い
ち
お
し
商
品

と
し
て
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
高
天
井
用
ベ
ー
ス
ラ

イ
ト
と
ダ
ク
ト
用
換
気
扇
を
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　

照
明
に
関
し
て
は
、2
0
2
7
年

度
の
蛍
光
ラ
ン
プ
製
造
・
輸
出
入
終

了
に
伴
い
、需
要
拡
大
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、省
エ
ネ
だ
け
で
な
く
、人

手
不
足
に
対
応
し
て
、施
工
性（
省

時
間
、省
力
、省
資
材
）に
も
配
慮

し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、ダ
ク
ト
用
換
気
扇
も
再
生

材
使
用
率
が
高
く
、ご
採
用
、ご
拡

販
い
た
だ
く
こ
と
で
、S
D
Gｓ
へ
共

に
貢
献
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
の
よ
う
に
我
々
メ
ー
カ
ー
、販

売
店
様
、電
気
工
事
店
様
が一体
と

な
って
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

土
橋　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
社
会
全
体
の
動
き

に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
の
で
、情

報
は
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、環
境
へ
の

取
組
み
は
三
菱
電
機
グ
ル
ー
プ
だ
け

で
取
り
組
ん
で
い
く
に
は
限
界
が
あ

り
、そ
こ
に
課
題
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

を
巻
き
込
ん
で
、社
会
全
体
で
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
活

動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

㈱ハイパーサイクルシステムズ工場見学のご案内（予約制）
•工場見学内容（所要時間約120分）　
　　会社概要説明（約30分）
　　工場見学（約60分）
　　質疑応答（約30分）
•見学可能日　
　　毎週火曜日・木曜日
　　（祝日除く、平日であれば調整可能）
•見学受入人数　
　　5名～30名まで
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⃝特長

・体育館・倉庫から特殊環境の工場まで、あら
ゆる用途にお応えするラインアップ

・一般形も産業用も高効率、軽量で施工性に
も配慮

・三菱ならではの技術と機能を搭載

・高品質な国内生産

・厳しい試験をクリアした安全性

・高品質の製品を提供する三菱だからできる
5年間の長期保証

詳細はこちら

⃝特長

・使用プラスチックの約70％に再生材（自己循環
リサイクル材）を使用

・当社独自の防汚技術タイプや省エネモーター、
センサー搭載タイプなど、幅広くラインアップ。

・本体を天井に埋め込みグリルのみ露出するタイ
プと、全て天井内に埋め込むタイプがあります。

・本体ねじ本数削減、野縁組みの簡素化により施
工性改善

【用途】
住宅（浴室・トイレ・居室など）、オフィス、店舗など

詳細はこちら

LED高天井用ベースライト
GTシリーズ

ダクト用換気扇
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会社
のお宝
ご紹介

関東大震災が発生した1923（大正12）年に三菱電機
が世界で初めて発売した電気炊飯器。
発売当初の電気炊飯器は大鍋のような見た目をしたア
ルミ製。最大1升を炊くことができた。

電気炊飯器　NJ-N1

1964年に日本で初めて深夜電力を利用してお湯を沸
かす電気温水器を開発・発売。

電気温水器　B-3705

1968年に日本ではじめて発売した「ダクト用換気扇」。

ダクト用換気扇　V-13K

1935年にエレベーター一貫生産第1号機として、容量
1,002kg（15名）、分速30m、4か所停止の乗用エレ
ベーターを三菱重工業神戸造船所内の病院に納入。

エレベーター

1968年に世界で初めて「ラインフローファン」を用い
て室内機の画期的な薄型化に成功した家庭用壁掛セ
パレート型エアコン。　　
※2018年度「重要科学技術史資料(未来技術遺産)」登録

ルームエアコン　MS-22SA

1923年

1964年

1968年1968年

1935年
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